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高齢者施設と宗教
　まずは下の写真をご覧いただきた
い。とある高齢者介護施設に足を踏
み入れると、正面にこのマリア像が
据えられているのが目に入る。額装
されている写真は、この施設の創設
者（右側女性）が福祉活動に対して
メダルか何かの贈呈を受けている写
真だが、マリア像はそれと比べかな
り目立っている。この施設は、直接
的に宗教との関係を謳うものではな
い。とはいえ、創設者、またその後
継者はキリスト教徒（しかもレバノ
ンやシリアに独特のマロン派）であ
り、それならマリア像を置くのも当
然だと言うかのように、この像が据
えられている。すると、施設として
は万人に開かれたものであることを
謳いながらも、結局のところ、イス
ラーム教徒たちはこのような施設を
利用しなかったり、最初は利用して
いてもやがては止めてしまうことも
ある。施設の中でキリスト教の礼拝
が行われる場合には、イスラーム教
徒たちは違和感をより顕著に感ずる
こともあろう。
　その場合に彼らはどうするのかと
いえば、イスラームの自分たちの宗
派（レバノンには主にスンナ派、
シーア派、ドゥルーズ派信徒が暮ら
す）に関連する介護施設をもっぱら
利用するのである。あるいは、最初

から自宗派に関連する施設を探す場
合もあるだろう。実際、そのような
施設が設立されているのである。
　レバノンはこのように、社会福祉
制度のひとつである高齢者介護施設
が、程度の差はあるが宗教との関わ
りのもとで存在する例が多々見られ
る。社会の様々な人びとに広く開か
れたものとして福祉制度をとらえる
ならば、宗派別にタテ割りになって
いるかのようなレバノンの高齢者施
設は異様に映るだろうか。だが、暮
らしにかかわる様々なサービスと宗
派が結びつく場合は他にもあり、病
院や学校などがそうした例とされて
きた。

レバノンにおける宗派と社会
　他方、中東と聞いてイスラームを
イメージする人も多いように、なる
ほど中東では宗教が高齢者の日常
とも密接にかかわるのだと、納得す
る方もいるかもしれない。レバノン
にはイスラームおよびキリスト教
の、18の公認宗派が存在すると聞
けば、中東の生活と宗教がますます
頭の中で結びつきを強めるかもし
れない。
　ちなみに、レバノンでは宗派に
よって出生率も違うと考えられてい
る。一般的に言えばキリスト教徒の
ほうが出生率が低く、イスラーム教
徒のほうが出生率が高い。そのこと
は一般の人びとの家族イメージにも
反映されており、「キリスト教徒は
子供は一人か二人、イスラーム教徒
は五人、あるいはそれ以上」と認識
されている。隣国イスラエルと度々
紛争状態に陥る南部レバノン出身の
シーア派イスラーム教徒が、「我々
のところではイスラエルと戦争にな
るから、みんな若いうちに結婚して
早くに子供を作る。いつまた戦争に
なるかわからないから、先のことな
んか考えていたら結婚できなくな
る」と語ったように、地域的特性な
どともあいまって、家族のありかた
には宗教の違いも関連する。

レバノン版
「ぽっくりと死ぬこと」？

　冒頭の例で示したように、レバノ
ンの高齢化に関する筆者の調査で
は、高齢者に関連する施設やサービ

アラブ諸国では最も高齢化率が高い（65歳以上が全人口の約8％）
とされるレバノン。
宗教的多様性が同国の高齢者の生活に独特の影響を与えるとともに、
日本の高齢化に通ずる面もみられる様子を紹介する。
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スを、代表的な宗派についてそれぞ
れ見て回ることがひとつの柱となっ
ている。もうひとつの柱は、高齢者
および彼らの家族関係や高齢者施設
をめぐって現在のレバノンの人びと
がどのようなことを考えているのか
を、街中でのインタビューや世間話
を通して理解していくことである。
これによって、レバノンで進行しつ
つある高齢化に関する人びとの認識
を、より日常的な次元で観察するこ
とができるからである。
　ある日、調査地間の移動に用いた
タクシーの運転手と雑談を交わした
際、ふと思いついて「理想の死に
方ってありますか？」と尋ねてみ
た。相手はシーア派のイスラーム教
徒である。一般的な理解によれば、
イスラーム教徒は、生涯で一度は聖
地マッカ（メッカ）に巡礼をするこ
とが宗教的義務とされている。この
運転手も、そのような宗教的観点か
ら死について話してくれるのではな
いかと筆者は予想した。また、その
ような返答に半ば合わせるつもり

で、筆者自身の理想の死に方（読経
に包まれて死ぬ）についても話して
みようと考えていた。ところが先の
質問に対して、運転手は次のように
答えた。「そうだなあ。仕事なんか
している時に、ただちに死ぬような
のがいい。父親がそうだった。さっ
きまで隣の部屋で作業をしていたと
思ったら、母親が見た時には死んで
たんだ。」
　これはつまり、日本で言う「ぽっ
くり死ぬ」に相当する死に方と言え
よう。日本人が言いそうなことをレ
バノン人も口にした点に筆者は興
味を覚え、自分自身で用意してきた
「読経に包まれて死ぬこと」につい
ても先方に話してみた。すると、「あ
あ、そういうのイスラームにもある
ぞ。死にそうになったらシャイフ
（大雑把な表現をすれば、イスラー
ムの宗教者）を呼んできてだな、『あ
なたはこれまでとても良い人でし
た』といったいい言葉を聞かせてや
るんだ。問題は、人がいつ死にそう
になるのかなんて、誰にも分らない

ことだな（笑）」と言った。いちお
う宗教的な脈絡で応答してくれた
ものの、他人事として語り、それは
この発言の最後が冗談になってい
る様子でもうかがえるだろう。人の
死という宗教に密接に関わる話題
でありながら、ある一人のレバノン
人イスラーム教徒の口から語られ
るのは意外にも、我々にとって少な
くとも表面上はわかりやすく見え
る発想であるというのはどういう
ことだろうか。

ヨメとシュウトメ
　同様な経験は他にもある。現代の
妻は夫の両親の世話を嫌がるように
なったということを様々な人々が口
にするのである。端的に「今の世の
中、ヨメとシュウトメはそりが合わ
ない」と言った人もいる。これまで
に様々な施設や人びとから聞き取り
を行ったが、宗派および他の側面に
おける多様性にもかかわらず、ヨメ
とシュウトメの間柄の話は、そうし
た多様性を貫いて繰り返し聞こえて

くる何かであるという感触を筆者は
持っている。
　こうした語りがどのような社会・
文化的背景から生じているのか、筆
者はまだ明確な考えを持たない。し
かし、高齢化の現象を通して、現代
のレバノンが被りつつある家族のあ
りかたの変化を垣間見ることができ
るのは、間違いないものと思われ
る。これまでのところ筆者がフィー
ルドワークを通して目の当たりにし
たのは、宗教の違いが社会形態のあ
りかたに結びつく面と、そうした想
定を裏切るかのような、しかもどこ
か我々にも近しい事柄との両方であ
る。一見すると日本とは縁遠く感じ
られる中東であり、その縁遠さは宗
教に由来するかのようなイメージが
あるかもしれないが、宗教と生活の
関わりという見慣れなさの中に、突
如として「ぽっくり死」やヨメと
シュウトメの話など、見慣れたもの
が現れてしまう、その複雑さを、レ
バノンの高齢化の現象を通して見つ
めて行きたいと考えている。

シーア派イスラーム系
慈善協会が運営するホ 
ーム入口に置かれた喜
捨用の箱。調査アシス
タントを務めてくれた
マロン派のキリスト教
徒は、こうした箱が要
所要所に置かれている
ことに関して違和感を
示し、「我々とはお金
に関する文化が違うの
かもしれない」と感想
を述べた。社会福祉の
経済的側面に宗教的・
文化的違いが関わるこ
とを示唆する、興味深
い発言である。

マロン派キリスト教修道院の隣でオープンして間もないホームの
部屋。調度類などがホテルのような印象を与える。実際、ホテル
経営の経験者がホームの経営に携わっている。「修道士たちでは
切り盛りできない」ため、実務経験者が抜擢されたのだとか。

オープンして間もないデイ・ケア・センター。

高齢者施設のみを経
営していくことが難し
い場合、他の事業もあ
わせて行う。そうした
事業として行われてい
るケータリング・サー
ビスのメニュー。施設
のスタッフであるデザ
イナーがデザインを手
掛けている。レバノン
料理もメニューにある
が、 写 真 が 付 さ れ て
いるのはフィッシュ＆
チップス。


